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今
回
、
本
委
員
会
に
付
託
を
受

け
ま
し
た
案
件
は
、
承
認
１
件
、

議
案
12
件
、
請
願
１
件
で
、
審
査

の
結
果
、
原
案
の
と
お
り
承
認
、

可
決
、
採
択
し
ま
し
た
。�

　
こ
こ
で
は
、
特
に
審
査
の
中
で

出
さ
れ
た
意
見
、
要
望
な
ど
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。�

　
（
【
　 

】
は
所
管
課
名
）�

���

　
承
認
１
号
の
う
ち
専
決
第
４
号

「
平
成
26
年
度
平
戸
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
９
号
）
」
中
、
が

ん
検
診
推
進
事
業
に
関
し
、
７
０

０
万
円
の
減
額
補
正
は
受
診
者
数

の
減
少
が
大
き
な
要
因
と
考
え
ら

れ
る
が
、
今
後
ど
う
改
善
し
て
い

く
の
か
と
の
質
問
に
対
し
、
が
ん

検
診
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
月
間
の
取
り

組
み
強
化
お
よ
び
ピ
ン
ク
リ
ボ
ン

運
動
を
進
め
る
団
体
等
と
の
連
携

を
深
め
る
こ
と
に
よ
り
受
診
者
を

増
加
さ
せ
た
い
と
の
答
弁
が
あ
っ

た
。�

【
市
民
福
祉
部
保
健
セ
ン
タ
ー
】�

�

未
来
創
造
館
と
愛
称
に
つ
い
て��

　
議
案
第
68
号
「
平
戸
市
未
来
創

造
館
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
」
に

関
し
、
こ
れ
ま
で
の
『
総
合
情
報

セ
ン
タ
ー
』
と
い
う
名
称
に
せ
ず
、

『
未
来
創
造
館
』
と
い
う
希
望
あ

る
名
称
を
付
け
た
こ
と
に
対
し
て

は
評
価
し
た
。�

　
一
方
、
８
月
１
日
の
開
館
の
際

に
発
表
さ
れ
る
〝
愛
称
〞
を
含
め
、

市
民
の
立
場
か
ら
す
る
と
『
図
書

館
』
、
あ
る
い
は
『
公
民
館
』
で

あ
る
と
か
呼
び
方
が
多
々
あ
っ
て

混
乱
す
る
の
で
は
な
い
か
と
の
質

問
に
対
し
、
今
の
北
部
公
民
館
に

つ
い
て
も
『
離
島
開
発
総
合
セ
ン

タ
ー
』
と
呼
ば
れ
る
な
ど
紛
ら
わ

し
さ
が
あ
っ
た
。�

　
よ
っ
て
、
未
来
創
造
館
に
つ
い

て
は
愛
称
と
セ
ッ
ト
に
し
て
一
本

化
し
て
通
知
等
を
行
い
、
市
民
に

周
知
を
図
り
た
い
と
の
答
弁
が
あ

っ
た
。�

【
教
委
生
涯
学
習
課
】�

��

救
急
科
設
置
さ
れ
る
！�

�

　
議
案
第
73
号
「
平
戸
市
病
院
事

業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て
」
に
関
し
、
平

戸
市
民
病
院
に
新
設
さ
れ
る
『
救

急
科
』
に
ど
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト

が
あ
る
の
か
と
の
質
問
に
対
し
、

長
く
救
急
専
門
医
を
さ
れ
て
い
る

医
師
が
着
任
し
、
総
合
的
な
視
野

で
救
急
・
外
来
患
者
に
対
応
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
他
の
医

師
へ
の
負
担
、
特
に
通
常
の
診
察

に
専
念
で
き
る
体
制
を
確
保
で
き

る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
最
大
の
メ

リ
ッ
ト
で
あ
る
と
の
答
弁
あ
っ
た
。�

　
ま
た
、
財
政
面
で
新
た
な
負
担

が
生
じ
な
い
の
か
と
の
質
問
に
対

し
、
特
に
新
た
な
器
材
を
整
え
る

こ
と
な
く
対
応
す
る
の
で
問
題
な

い
と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。�

　
医
師
不
足
は
長
ら
く
本
市
の
課

題
で
あ
り
、
そ
の
中
で
先
に
述
べ

た
医
師
が
着
任
し
た
こ
と
に
よ
り

救
急
科
が
新
設
さ
れ
る
こ
と
は
、

今
以
上
に
救
急
患
者
に
対
し
的
確

な
対
応
が
図
ら
れ
、
地
域
住
民
の

安
心
に
も
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、

今
後
も
こ
の
環
境
を
長
く
維
持
で

き
る
よ
う
病
院
局
に
要
望
し
た
。�

【
病
院
局
】��

������

　�

調
査
日
　
５
月
15
日�

（
文
責
・
川
上
茂
次
委
員
長
）�

�

　
５
月
11
日
に
県
内
外
の
司
書
約

70
人
の
協
力
を
得
て
運
び
込
ま
れ

た
、
新
た
に
購
入
さ
れ
た
約
４
万

５
千
冊
の
図
書
が
ま
だ
ま
だ
雑
然

と
す
る
中
で
あ
っ
た
が
視
察
を
行

な
っ
た
。�

　
１
階
の
図
書
ス
ペ
ー
ス
は
開
架

室
、
開
架
書
庫
、
談
話
室
、
録
音

室
そ
し
て
子
ど
も
向
け
コ
ー
ナ
ー

等
こ
れ
ま
で
に
な
い
空
間
と
蔵
書

に
な
る
こ
と
が
容
易
に
分
か
っ
た
。�

　
新
図
書
館
内
か
ら
眺
め
る
雄
大

な
景
色
は
、
近
く
は
波
静
か
な
平

戸
港
か
ら
崎
方
遠
見
公
園
、
潮
流

渦
巻
く
雷
ヶ
瀬
戸
と
浮
か
ぶ
黒
子

島
や
対
岸
の
焼
罪
史
蹟
、
平
戸
大

橋
に
、
遠
く
は
馬
渡
島
等
が
眺
望

で
き
、
開
館
が
待
ち
遠
し
く
感
じ

ら
れ
た
。�

　
あ
わ
せ
て
２
階
の
公
民
館
ス
ペ

ー
ス
の
視
察
を
行
な
っ
た
が
、
調

理
室
、
和
室
（
２
室
）
、
会
議
室

（
３
室
）
が
整
え
ら
れ
、
公
民
館

活
動
に
支
障
な
く
耐
え
う
る
施
設

に
な
っ
た
も
の
と
感
じ
た
。�

　
新
施
設
の
愛
称
募
集
に
つ
い
て

の
報
告
で
は
、
市
内
外
か
ら
１
６

９
件
の
応
募
が
あ
り
、
８
人
の
審

査
委
員
に
よ
る
選
考
委
員
会
に
お

い
て
優
秀
作
品
を
最
終
決
定
し
、

落
成
式
の
際
に
発
表
さ
れ
る
予
定

と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。�

　
こ
れ
ま
で
多
く
の
議
論
を
重
ね

た
市
民
待
望
の
施
設
で
あ
り
、
最

後
ま
で
万
全
の
準
備
で
臨
む
よ
う

要
望
し
た
。�

�

委
員
会
開
催
日
　
６
月
23
日
�

（
文
責
・
川
上
茂
次
委
員
長
）�

文教厚生常任委員会�
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会
中
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所
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合
併
後
10
年
が
た
ち
、
こ
れ

ま
で
の
児
童
生
徒
数
の
推
移

と
複
式
学
級
の
現
状
を
尋
ね
る
。�

�

【
教
育
長
】
合
併
当
時
２
千

５
０
０
人
程
で
あ
っ
た
小

学
生
は
１
千
５
０
０
人
程
に
、
中

学
生
は
１
千
５
０
０
人
か
ら
９
０

０
人
程
に
減
少
し
て
お
り
、
合
併
当

時
の
６
割
の
児
童
生
徒
数
に
な
っ
て

い
る
。
現
在
、
小
学
校
17
校
と
中
学

校
９
校
が
あ
り
、
う
ち
複
式
学
級
の

あ
る
小
学
校
は
９
校
で
完
全
複
式
学

校
が
２
校
で
あ
る
。�

こ
の
よ
う
に
減
少
著
し
い
中
、

学
校
の
在
り
方
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。�

【
教
育
長
】
学
校
の
適
正
規

模
に
向
け
て
の
方
針
策
定
の

た
め
の
検
討
を
し
て
お
り
、
今
年
度

中
に
方
針
を
定
め
た
い
。�

統
廃
合
の
話
の
前
に
、
ま
ず

は
現
状
と
今
後
の
推
移
・
展

望
を
市
民
全
体
で
共
有
す
る
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
。�

【
教
育
長
】
特
定
の
地
域
だ

け
で
な
く
、
全
市
的
に
市
民

に
説
明
す
る
事
が
大
切
だ
と
考
え
て

い
る
。�

本
市
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に

お
け
る
位
置
付
け
と
方
向
性

に
つ
い
て
尋
ね
る
。�

【
市
長
】
本
市
に
お
い
て
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
は

重
要
な
政
策
と
位
置
付
け
、
今
後
も

風
力
や
太
陽
光
に
加
え
、
長
崎
県
が

進
め
る
海
洋
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
や
、

本
市
で
調
査
を
計
画
し
て
い
る
木
質

バ
イ
オ
マ
ス
等
事
業
拡
大
に
向
け
た

取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
。�

現
在
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
配
置
や
設

置
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
学

校
の
中
に
あ
っ
て
は
土
日
や
夜
に
地

域
の
方
が
利
用
で
き
な
い
、
取
り
に

行
く
の
に
時
間
が
か
か
り
過
ぎ
る
地

域
や
場
所
が
あ
る
な
ど
、
広
く
市
民

が
利
用
で
き
る
状
況
に
な
っ
て
い
な

い
。�

【
総
務
部
長
】
確
か
に
常
時

利
用
で
き
る
状
態
に
す
る
必

要
が
あ
る
。
設
置
場
所
も
距
離
の
問

題
が
あ
る
の
も
事
実
で
あ
る
。�

　
近
隣
市
町
村
を
参
考
に
し
、
ま
た

平
戸
防
災
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
連
携
を

図
り
な
が
ら
検
討
し
必
要
施
設
に
設

置
す
る
方
向
で
考
え
る
。�

�

�

�

が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
！�

▲新設された救急科と救急専�
　門医の鮫島志郎医師�

▲視察する委員�

「
（
仮
称
）
総
合
情
報
セ�

ン
タ
ー
開
館
に
向
け
て
の�

方
向
性
に
つ
い
て
」�
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人
口
減
少
を
食
い
止
め
る
た

め
に
は
、
企
業
誘
致
を
期
待

す
る
と
同
時
に
、
平
戸
の
産
業
を
守

る
後
継
者
や
生
産
者
を
一
人
か
ら
し

っ
か
り
育
て
る
こ
と
で
、
地
域
や
集

落
を
守
る
若
者
が
増
え
、
人
口
増
加

に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。
そ
こ
で
、

こ
の
右
記
条
例
の
基
本
的
な
考
え
方

等
を
問
う
。�

【
市
長
】
本
市
に
お
け
る
人

口
減
少
対
策
は
喫
緊
の
課
題

で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
も
人
口
減
少
抑

制
強
化
宣
言
を
出
し
、
対
策
本
部
設

置
、
施
策
の
検
討
を
行
な
っ
て
き
た
。

今
後
推
進
し
て
い
く
に
は
、
市
民
、

行
政
、
議
会
の
共
通
理
解
が
重
要
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
条
例
を
制
定
し
て

方
向
性
を
明
確
に
し
た
。�

　
今
後
も
多
く
の
市
民
の
意
見
と
住

民
レ
ベ
ル
で
の
意
識
改
革
を
踏
ま
え
、

人
口
減
少
抑
制
対
策
に
取
り
組
む
。�

雇
用
の
促
進
に
つ
い
て
、
企

業
誘
致
の
進
捗
と
今
後
は
ど

う
か
。�

【
産
業
振
興
部
長
】
工
業
団

地
の
適
地
調
査
を
実
施
し
、

適
地
が
あ
れ
ば
整
備
に
移
っ
て
い
く

予
定
。
現
在
、
製
造
業
者
を
２
社
に

絞
り
重
点
的
に
誘
致
活
動
を
行
な
っ

て
い
る
。�子

育
て
支
援
、
子
育
て
し
や

す
い
環
境
に
ど
う
取
り
組
む

の
か
。�

【
市
民
福
祉
部
長
】
子
育
て

世
帯
の
流
出
を
抑
制
し
、
出

生
数
の
増
加
を
目
標
に
立
て
て
い
る
。

子
育
て
世
代
の
経
済
的
負
担
の
軽
減

が
大
事
で
あ
り
、
今
後
は
具
体
的
な

数
値
目
標
を
定
め
、
各
施
策
に
取
り

組
む
。�

町
の
活
気
を
取
り
戻
す
た
め

の
定
住
移
住
促
進
対
策
に
つ

い
て
。�

【
総
務
部
長
】
新
築
お
よ
び

中
古
住
宅
の
取
得
等
に
係
る

経
費
の
一
部
を
補
助
す
る
制
度
を
創

出
し
た
。
ま
た
、
空
き
家
バ
ン
ク
を

設
置
し
、
情
報
提
供
を
し
て
定
住
促

進
に
つ
な
げ
た
い
。�

地
域
農
業
を
支
え
る
担
い
手
、

農
業
人
口
の
確
保
が
重
要
で

は
。�

【
産
業
振
興
部
長
】
担
い
手

確
保
に
つ
い
て
は
重
点
的
な

支
援
が
必
要
だ
。
本
会
議
に
平
戸
式

も
う
か
る
農
業
実
現
支
援
事
業
と
し

て
予
算
計
上
し
た
。�

　
今
年
度
よ
り
新
規
就
農
に
対
す
る

支
援
を
積
極
的
に
展
開
し
、
一
人
で

も
多
く
の
新
規
就
農
者
を
確
保
し
、

産
地
力
の
強
化
、
農
業
所
得
の
向
上

に
取
り
組
ん
で
い
く
。�
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